
体色は灰褐色、黄褐色、暗緑色と

変化に富む

管足

はまんじゅう型

棘 は細く短い

【形態】

【生態】

97．エゾバフンウニ Strongylocentrotusintermedius(A.Agassiz)図版41

英 名 short-spinedseaurchin

露 名
セールィ ヨジ

,
モルスコィ ヨジ

地方名(北海道) バフンウニ、ガゼ、ガンゼ、アカ

漢 字 蝦夷馬糞海胆

アイヌ語名 ヤイニノー、ニノー

はまんじゅう形で棘 は５～７mmと短い。 の表面にある管足

孔 は、５対で弧状に並ぶ。最も長い棘がのる主疣 と次に長い棘がのる副疣

はほぼ同じ大きさである。 高 は 径 の半分よりやや大きい。 の色は個

体により異なるが、灰褐色、黄褐色、暗緑色のものが多い。 径はまれに10

cmに達する。通常、口を下にして海底の岩などに付着している。

太平洋側は福島県以北、日本海側では山形県以北から、北海道沿

岸、朝鮮半島、中国東北部を経てサハリン、千島列島の択捉島まで分布する。

このうち日本国内でエゾバフンウニを漁獲しているのは、岩手県、青森県お

よび北海道である。また、近年は北朝鮮、中国東北部やサハリンからも輸入

されている。潮間帯 から水深50mまでの岩礁域などに分布する。

産卵期は、津軽海峡西部から北海道北部日本海では９～10月、オホーツク

海では８～９月、根室海峡から日高地方以東の太平洋では６～10月、噴火湾

ホンウニ目Echinoidaオオバフンウニ科Strongylocentrotidae



から津軽海峡東部では４～６月と９～10月の２回とされ、海域によって大き

く異なる。

雌雄異体 で、産卵期になると の内側に５つある生殖巣から卵または精子

エゾバフンウニの発生
Ａ：受精卵 Ｂ：のう胚期幼生 Ｃ：プリズム幼生

Ｄ：４腕期エキノプルテウス幼生 Ｅ：６腕期幼生 Ｆ：８腕期幼生
Ｇ：変態途中の幼生 Ｈ：着底した稚ウニ
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が水中に放出され受精する。受精卵は、翌日にはふ化し、繊毛 で泳ぐのう胚

期幼生 となった後、ピラミッド型のプリズム幼生となる。この時期までは餌

を与えなくても飼育できるため、発生を観察するよい実験材料となる。受精

後２日目には、ピラミッドの底面の４隅が伸びたエキノプルテウス幼生とな

る。この時期の幼生はちょうど４本の腕を伸ばしたような形態をしているの

で、４腕期幼生とも呼ばれ、海中の珪藻 などの植物プランクトンを食べて成

長する。幼生はこの後さらに腕の数を増やして６腕期幼生、８腕期幼生へと

成長する。８腕期幼生の中期になると、後にウニの骨格や管足 となるウニ原

基 が胃の左側に形成され、着底 期にはこのウニ原基が表皮を破って稚ウニ

へと変態 する。

水温18℃で人工的に育てると、受精から稚ウニに変態するまでの幼生の浮

遊期間は20日前後である。この浮遊期間の長さは、水温や餌の量などに影響

され、天然海域では１カ月半以上といわれる。積丹町美国沖での浮遊幼生の

出現個体数の変化から、４腕期から変態期までの浮遊期間中に５～25％にま

で減少すると推定されている。

変態後は、海底面に着底して稚ウニとなる。 径５mm前後までの稚ウニ

は、海底面の付着珪藻やデトリタス を食べ、それ以降は小型海藻やコンブな

どの大型海藻を食べるようになる。稚ウニは、餌料条件にもよるが、２～４

年で 径４～５cmに成長し、漁獲の対象となる。寿命は10年といわれる。春

と秋の稚ウニ密度の違いから、この期間中の生残率は４～57％と推定されて

おり、着底後の稚ウニの生残には年変動があると えられている。

エゾバフンウニの摂

餌活動は照度が5,000

ルクス以下（40ワット

の蛍光灯１本程度の明

るさ）になると活発に

なる。また、水温10℃

前後で最も活発に摂餌

し、 径10mmの個体

は１日に体重のおよそ

16％、 径50mmの成

体は体重の５％程度の

コンブを食べる。外敵

として、ヒトデ類やカ

ニ類のほか、体長５北海道におけるエゾバフンウニの漁場



mm程度のヨコエビ類 などが知られている。また、潮間帯ではカモメやカラ

スに食べられることもある。
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